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▼ 第３回ワークショップを開催しました———

「天下茶屋でやってみたいこと」 を話し合いました！
天下茶屋の地域の人やお店、活動団体のみなさんと一緒に、まちを
もっと楽しくするアイデアを考えるワークショップ「ガチャのピン」。
このワークショップで出た「やってみたい！」という声を、今年の秋
頃に予定している社会実験「天下茶屋フェス（仮）」で実際にカタチ
にしていきます。
第３回のワークショップは、8月6日（水）に西成区民センターで開催さ
れ、前回ワークショップの意見を基に、 「天下茶屋でやってみたいこ
と」を、参加者のみなさんと、具体的に考えました。 ▲ワークショップの様子｜参加者間で“天下茶屋

ラバー度”を話し、盛り上がりました!

秋実施！天下茶屋フェス(仮)について

▲ワークショップの様子
一体感のある雰囲気で、議論を楽しむことができました。

この秋、天下茶屋駅周辺で、「ガチャのピン」のアイデアが実現されます！
「ガチャのピン」ではこれまで、「お店・音楽」、「アート」、「こども」、「その他 (運営・サポート)」のテーマ
に沿って、まちをもっと楽しくするためのアイデアを一緒に考えてきました。
そしていよいよ、この秋に予定している社会実験 「天下茶屋フェス（仮）」 で、そのアイデアのいくつかが実際にま
ちで実現します。「こんなことできたらいいな」が、「やってみた！」に変わる瞬間を、ぜひ体感してください。
今後、実行委員会(※裏面参照)にて、内容をより具体化していきます。
天下茶屋フェスの具体的な内容や、開催場所等に関する詳細な情報・スケジュールは、決まり次第、ニュースレター
やSNS等でご案内します。
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【日時（仮）】
✓プレ期間:11/19 (水)～
‣コア実施に向けた
準備的期間!

✓コア期間:11/22 (土)

～23 (日)

‣社会実験の本番!
「ガチャのピン」での
検討企画を本格実施!

※雨天など順延：29(土)～30(日)

エリアイメージ
の発信

・エリアイメージの
訴求・発信
を実施し、
エリアイメージの
更新を図ります!

取組方針①

エリアの
ファンづくり

・天下茶屋ならではの
楽しみ・良さを知っ
てもらう活動に、
参加・体験してもい、
ファンをつくります!

取組方針② 地域共生の体制や
仕組みづくり

・ワークショップのアイデア
をもとに、天下茶屋らし
い活動を地域と共に、企
画・実施します!

取組方針③

※実施場所や実施内容、日時は、
変更になる可能性があります。

▼実施場所のイメージ



その他・運営班
社会実験全体の運営や、方
針を議論しました。

【議論内容】
●天下茶屋の課題と社会実
験の目的

・高齢化、こどもの姿が見
えにくい状況、近所付き
合いの希薄化が課題では。

・特区民泊制度による外国
人観光客や外国人住民の
増加があり、互いに交流
できる環境が必要では。

→社会実験の目的は、地域
の誰もが関わりを持てる
環境をつくることではな
いか。

●社会実験と居場所づくり
・こどもを中心にまちづく
りに取り組みたい。

・社会実験の取組を通じて、
将来的なまちづくりにつ
なげていくべき。

・地域課題への対応は、社
会実験での取組と連動さ
せるべき。

３つのテーマに分かれてアイデアを出し合いました！

《テーブルワーク》

天下茶屋で実現したいことを企画する。
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トライアル班
こどもや親子、まちの人を主役に、まちの
魅力を体験できる社会実験企画を深堀」し
ました。

【実施アイデア】
●駅前から始まる多面展開する
イメージ発信・PR

・デジタルサイネージ・QRコード案内や動
画でまちを紹介してはどうか。

・スタンドバーやガチャガチャなど、まち
の回遊(カードと連動し、お店をまわれる
等)や、新たな出会いを生む仕掛けを行っ
てはどうか。

●“商店街”や“まちのマスター”を
活かした、アート・音楽活動や
こどもの取組

・商店街のアーケードをアートで彩るのが
面白そう！

・商店街を舞台に、地元店主や住民との交
流を通じて「ここだからできる」特別な体
験を提供。

・特技を持つ「まちのマスター」に、オリ
ジナルなまち案内をしてもらうのはどうか。

・こども発案のワークショップを実施した
り、こどもラジオを実施してはどうか。

・こどもに関する企画は、まちとの一体感
を高めるためには商店街での実施が良いの
では。

プロモーション班
天下茶屋の魅力をカードやデジタル
で伝える企画を展開します。

【実施アイデア】
●カードを用いたイメージ発信
・個性豊かな人物や場所を紹介する
カードを制作。

→ナンバリングやシリーズ化で
参加者の収集意欲を高めては?

→配布はポケットティッシュ封入や
スポット設置で行い、
カードを起点にまち歩きが広がる
設計を用いると良いのでは？

●マップアプリで、魅力発信の土台
を拡張！

・マップアプリ(ストローリー)で訪
問ルートを共有したり、
カードとの連携で回遊性を創出。

→外国人観光客が注目する意外なス
ポットも発掘。

→謎解きやカード完成型のゲーム要
素を取り入れ、楽しみながら天下
茶屋らしいレトロな街並みや文化
に触れられる仕掛けを行ってはど
うか。

▼社会実験：天下茶屋フェス(仮)までの進め方——

「ガチャのピン」に参加した
有志メンバーで、実行委員会をつくり、
企画を形にしていきます。

実行委員会とは…
・「ガチャのピン」を基に、企画内容をより具
体化、各主体(地域や行政など)との調整を行
い、社会実験の実施に向けて動く組織です。
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